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平成 18 年度事業報告書 
 
I 事業の概況   
 当会は，本年度で学会創設20周年を迎えた．一昨年末の「人工知能学事典」の発行を皮切りに，初期会長によ

る「人工知能学会の過去，現在，未来」に関する座談会，データから見る人工知能学会の20年のあゆみの編集，

「今後10年の人工知能」に関するワークショップ等を実施し，これらの成果を学会誌5月号に20周年記念企画

としてまとめた．また，記念事業企画案の公募に入選した「ゲーム型キャリアデザイン学習教材の開発」を全国大

会で公開した．更に，フェロー制度を導入し，11名のフェローを認定した．このように，20周年の節目となる諸

事業を次々に実施し，永遠の青年学会であるためのさらなる活性化施策を検討した． 
 第20回全国大会は6月7日から3日間にわたり東京都江戸川区の総合区民ホールで開催した．一般発表に288
件の応募があり，参加者は519名に達した．  
国際交流活動の一環として，全国大会に併設して3つの国際ワークショップを開催した．42件の発表があり，

参加者は80名で，このうち海外から5カ国14名の参加があった．論文は後日Springer社よりLecture Notes in 
Artificial Intelligence シリーズで発行した．また，本年度も5月にロボカップ2006北九州大会を共催し，JSAI
賞を贈呈した． 
研究会は，新たに3つの第2種研究会「社会におけるAI研究会」，「データマイニングと統計数理研究会」，

「幼児のコモンセンス知識研究会」が活動を開始したので，第1種研究会が4，第2種研究会が7となり，それぞ

れの研究会開催の他に，他学会との合同研究会や全国大会でのオーガナイズドセッションを開催するなど活発な活

動を行った．  
  セミナーは人工知能学事典の紹介セミナーを含めて3回開催した．また，AI若手の集い(MYCOM)は本年度で7
回目をむかえ，6月に箱根で開催した． 
隔月発行の学会誌は，編集委員会の長期的な企画と周到な準備のもとにホットなテーマの特集，解説，連載記事

や新たな企画で内容の充実を図った．とりわけ，5月号は学会創設20周年記念企画特集号として発行した． 
 2006年度の表彰では，功績賞1件，功労賞1件，記念事業賞1件，論文賞1件，研究会優秀賞11件，全国大

会優秀賞11件を選定した． 
 他学会との協調による学会活動の活性化と多様化を推進するため，国内外の人工知能関連のイベントを積極的に

共催(2件)・協賛(63件)・後援(1件)した． 
会員数の推移は，昨年度活性化対策の効果で学生会員の入会が増え，長い間の悲願であった会員数の減少に歯止

めが掛かった．しかし，本年度は残念ながら正会員，学生会員，賛助会員，特殊購読会員とも減少となった．とり

わけ，賛助会員の減少は学会財政に与える影響が大きいので今後の課題となった． 
 広報活動の一環として，全国大会招待講演のオンライン配信を追加してホームページの充実をはかると同時に，

非会員も登録可能なメーリングリストの運用を推進するなど，会員外の方々へのサービスの充実にも注力した．  
 
 
(1) 研究発表会，講演会等の開催（定款5条1号） 
 
① 第20回全国大会（学会創設20周年記念大会）  

・日 時：平成18年6月7日（水）～6月9日（金）  
  

・場 所：江戸川区総合区民ホール（東京都江戸川区船堀4-1-1）   
 ・組 織：大会委員長 浅川 和雄（富士通研究所） 
          大会副委員長（プログラム委員長）  武田 英明（国立情報学研究所） 

 大会副委員長（実行委員長） 磯崎 秀樹（NTT） 
          実行副委員長       関口 実（富士通研究所） 
          プログラム副委員長        長尾 確（名古屋大学）   
 ・招待・基調講演 
     

  招待講演：「現代社会と科学・技術」 村上 陽一郎（国際基督教大学）  
 基調講演：「AIコアと情報環境/周辺」 石塚 満（東京大学））   
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 ・20周年記念企画事業 
   「AI若手研究者のためのキャリアデザイン能力育成事業：幸福な研究人生に至る道」で開発さ 

 れた学習教材Happy Academic Life 2006のゲーム大会を開催  
  ・一般発表件数 
 

合 計 口頭発表 デジタルポスタ 近未来チャレンジ オーガナイズド

288 155 9 45 79 
  
  ・参加者 
 

会員（338名） 非会員（181名） 
参加者数：519名 

一般 学生 一般 学生 
発表参加者（269名） 106名 57名 35名 71名 
聴講参加者（250名） 160名 15名 46名 29名 

 
 
② 全国大会併設国際ワークショップ（JSAI2006 International Workshops) 

     
 ・日 時：平成18年6月5日（月）～6日（火）  
 ・場 所：江戸川区総合区民ホール（東京都江戸川区船堀4-1-1）  

 
参加者数：80名 
(内海外：14名） 

Logic and Engineering 
of Natural Language 

Semantics 2006 

Workshop on Learning 
with Logics and Logics 

for Learning 

Workshop on Risk 
Mining 2006 

発表参加者（42名） 16名 13名 13名 
聴講参加者（38名） 15名 12名 11名 

 
 

③ 第１種研究会（研究会運営委員会：奥村明俊委員長，鷲尾隆副委員長） 
 

(1) 人工知能基本問題研究会（旧人工知能基礎論研究会）（略称 SIG-FPAI） 

主査：有村 博紀 
幹事：山本 章博，相原 健郎，伊藤 公人，喜田 拓也，坂本 比呂志，村上 知子  

 
 
 
 

 
 
 (2) 知識ベースシステム研究会（略称 SIG-KBS） 

主査：栗原 聡 
幹事：村田 剛志，角所 考，風間 一洋，秋山 英三，森山 甲一 

 
回 開 催 日 場 所 演題数 参加者 備  考 

74 平成18年 7月27日～28日 東京工業大学 6 22 情報処理と連続開催 

75 平成18年12月13日 慶応義塾大学 10 60 情処・信学会と共催 

76 平成19年 1月22日～23日 慶応義塾大学 18 68 電子情報通信と共催 

77 平成19年 3月29日～30日 筑波大学 16 34  
 
 (3) 言語・音声理解と対話処理研究会（略称 SIG-SLUD） 

主査：片桐 恭弘 

回 開催日 場 所 演題数 参加者 備  考 

63 平成18年 9月 8日～ 9日 九州工業大学  21 43  

64 平成18年10月30日～31日 大阪大学 14 66 情処・信学会と共催 

65 平成19年 3月26日～27日 北海道大学 12 38  



 3

幹事：堀内 靖雄，矢野 博之，駒谷 和範，徳久 良子 
 

回 開 催 日 場 所 演題数 参加者 備  考 

47 平成18年 6月29日～30日 名桜大学 13 28  
48 平成18年11月16日～17日 プラザ京都 10 83 AIチャレンジと共催 
49 平成19年 3月2日 NII 11 52  

 
(4) 先端的学習科学と工学研究会（旧知的教育システム研究会）（略称 SIG-ALST） 

主査：池田 満  
    幹事：柏原 昭博，加藤泰久，小西 達裕 

 
回 開催日 場 所 演題数 参加者 備  考 

47 平成18年 5月13日 機械振興会館  11 45 電子情報通信と共催 

48 平成18年10月28日 名古屋大学 10 22  

49 平成19年 3月18日～19日 KKR白浜 14 20  
  
④ 第２種研究会（研究会運営委員会：奥村明俊委員長，鷲尾隆副委員長） 

 
(1) AIチャレンジ研究会（略称 SIG-Challenge） 

主査：奥乃 博 
幹事：浅田 稔，中薹 一博，光永 法明 

 
 
  
 
 

 (2) 分子生物情報研究会（SIG-MBI） 
主査：佐藤 賢二 (北陸先端科学技術大学院大学) 

      幹事：矢田 哲士，ポール・ホートン，太田 元規，片山 俊明，長嶋 剛史，建石 由佳，吉川 澄美 
 

回 開 催 日 場 所 演題数 参加者 備  考 

33 平成18年 8月24日 東大医科研 8 38  

34 平成18年12月8日 東京工業大学 6 78  

35 平成19年 3月 2日～ 3日 北陸先端科技大 13 34  

 
(3) ことば工学研究会（略称 SIG-LSE） 

主査：阿部 明典 
幹事：緒方 典裕，笠原 要 

 
 

 

 
  
 

 (4) セマンテックウェブとオントロジー研究会（略称 SIG-SWO） 
主査：山口 高平，池田 満 
幹事：武田 英明，川村 隆浩，平松 薫，堀 雅洋 

 
  

 
 
 

回 開催日 場 所 演題数 参加者 備  考 

23 平成18年 5月 4日 北九州会議場 8 30  
24 平成18年11月16日～17日 プラザ京都 11 83 SLUD研究会と共催 

回 開 催 日 場 所 演題数 参加者 備  考 

23 平成18年 8月5日 神奈川大学 6 15  

24 平成18年12月15日～16日 大阪大学 9 20  

25 平成19年 3月16日～17日 東京外国語大学 12 24  

回 開催日 場 所 演題数 参加者 備  考 

13 平成18年 7月 3日 慶応義塾大学  6 40  

14 平成18年11月21日 NII 11 55  

15 平成19年 3月30日～31日 北陸先端科技大 9 33  
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 (5) 社会におけるAI研究会（略称 SIG-SAI） 
主査：神成 淳司 
幹事：松原 仁，桑田 喜隆，田所 諭 

 
回 開 催 日 場 所 演題数 参加者 備  考 

1 平成18年 8月30日 ダイビル  2 7  

2 平成18年11月30日～12/1 松下電工 東京 24 48 情処・信学会と合同開催 

 
  (6) データマイニングと統計数理研究会（略称 SIG-DMSM） 

主査：鷲尾 隆，樋口 知之 
幹事：猪口 明博，平野 章二，南 弘征，山口 類  

 
回 開 催 日 場 所 演題数 参加者 備  考 

1 平成18年 7月11日 数理統計研 10 67  
2 平成18年 9月25日～26日 札幌 37 64  
3 平成19年 2月27日～28日 兵庫県立大学 19 47  

 
  (7) 幼児のコモンセンス知識研究会（略称 SIG-ICK） 

主査：竹林 洋一 

幹事：桐山 伸也 
 

回 開 催 日 場 所 演題数 参加者 備  考 

1 平成18年10月21日 内田洋行 東京 3 36  
2 平成18年12月9日 静岡大学 4 71  

 
 

 ⑤ セミナーほかの開催 
 
  (1) セミナー （企画委員会：辻野克彦委員長，伊庭斉志副委員長） 
 

 

 

 

 

 
 
  

  (2) 第7回AI若手の集いMYCOM2006（実行委員会：矢入健久委員長） 
 

 
 
 
 
 (2) 学会誌，論文誌，その他の刊行物の発行（定款5条2号） 
 
① 人工知能学会誌（編集委員会：西田豊明委員長，山口高平副委員長） 

 
発行年月日 巻 号 部 数 頁 数 備     考 

平成18年 5月1日 21 3 3,800 122 学会創設20周年記念号，特集「学会の現在，過去，未
来－初期会長座談会－ 

平成18年 7月1日 21 4 3,800 128 特集「ソーシャルネットワーク時代のWebインタラク
ション」 

平成18年 9月1日 21 5 3,800 124 特集「MindStormsと高等教育」，「情報セキュリティ
とAI」 

回 開催日 テーマ 場 所 演題数 参加者

52 平成18年 5月 25日 知的システムの基盤技術 神戸国際会館 4 38 
53 平成18年11月13日 ヒューマンエージェントイン

タラクション 
慶応義塾大学

日吉 
5 73 

54 平成18年12月22日 サービスサイエンスの動向と

人工知能研究の可能性 
慶応義塾大学

日吉 
4 28 

回 開催日 目  的 場 所 演題数 参加者

7 平成18年6月11日～12日 AIと関連分野の若手の交流 箱 根 26 32 
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平成18年11月1日 21 6 3,800 142 特集「HAI：ヒューマンエージェントインガラクション
の最先端」 

平成19年 1月1日 22 1 3,800 172 特集「バイオインフォマティクスと人工知能の新たなイ
ンタラクション」 

平成19年 3月1日 22 2 3,765 128 特集「複合医工学」「情報爆発時代に向けた新しい IT
基盤技術の研究」 

 
② 人工知能学会論文誌（編集委員会：西田豊明委員長，山口高平副委員長） 
 （独）科学技術振興機構のJ-Stageを利用してオンラインジャーナルを随時発行 
     J-stage（http://www.jstage.jst.go.jp/ja/） 

 
 ・Vol. 21 - 3：11編 （アブストラクトを人工知能学会誌第21巻 第3号に掲載） 
  ・Vol. 21 - 4：11編 （アブストラクトを人工知能学会誌第21巻 第4号に掲載） 
 ・Vol. 21 - 5： 3編 （アブストラクトを人工知能学会誌第21巻 第5号に掲載） 
 ・Vol. 21 - 6： 9編 （アブストラクトを人工知能学会誌第21巻 第6号に掲載） 
 ・Vol. 22 - 1：10編 （アブストラクトを人工知能学会誌第22巻 第1号に掲載） 
 ・Vol. 22 - 2：15編 （アブストラクトを人工知能学会誌第22巻 第2号に掲載）  
  ハードコピー版（保存版合本） 

11月にVol. 21 - 1 からVol. 21 - 6 までの１年分の論文57編のハードコピーを1冊に まとめ，人工知能

学会論文誌Vol. 21, 2006として発行した． 
 
③「知の科学」シリーズの出版（平成17年1月より刊行開始：既刊６冊） 

   出版委員会：堀 浩 一，石塚 満，奥乃 博，折原 良平，武田 英明，沼尾 雅之，松原 仁，大須賀 節雄 
   

書   名 発 行 日 著  者  名 
知性の創発と起源 平成18年 7月20日 鈴木 宏昭 編 
福祉と情報技術 平成18年9月15日 市川 熹・手嶋 教之 共著 
音声対話システム 平成18年8月15日 河原 達也・荒木 雅弘 共著 

 
 
 (3) 研究の奨励及び研究業績の表彰（定款5条3号） 
 
① 平成18年度功績賞・功労賞（第21回全国大会で表彰の予定：平成19年6月21日） 

 学会規程に基づき，正会員による候補の推薦および功績賞・功労賞等選定委員会（委員長：淺川和雄副会

長）の審査を経て，第217回理事会で下記の受賞者を選定した． 
 

    功績賞受賞者：石塚 満（東京大学） 
    功労賞受賞者：武田 英明（国立情報学研究所） 
 
 ② フェロー（第21回全国大会で表彰の予定：平成19年6月21日） 
    本年度制定されたフェローに関する規程に基づき，正会員による候補の推薦及び功績賞・功労賞等選定委

員会（委員長：淺川和雄副会長）の審査を経て，第217回理事会で下記の11名（会員番号順）を認定した． 
   福村 晃夫（中京大学），大須賀 節雄（東京大学名誉教授），辻 三郎（大阪大学名誉教授）， 

志村 正道（武蔵工業大学），榎本 肇（東京工業大学名誉教授），堂下 修司（京都大学名誉教授）， 
田中 英彦（情報セキュリティ大学院大学），白井 克彦（早稲田大学），白井 良明（立命館大学）， 
田中 穂積（中京大学），石塚 満（東京大学） 

 
③ 記念事業賞（第20回全国大会で表彰：平成18年6月8日） 

20周年記念事業企画案公募に応募され作品の中から20周年記念事業委員会（石塚満委員長，寺野隆雄副 
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委員長）で選定された下記の事業を表彰した． 
タイトル：AI若手研究者のためのキャリアデザイン能力育成事業：幸福な研究人生に至る道 
グループ：研究人生を楽しむ会（山川 宏，市瀬 龍太郎，太田 正幸，加藤 義清，庄司 裕子，松尾 豊） 

 
④ 平成18年度学会論文賞（第21回全国大会で表彰の予定：平成19年6月21日） 

     学会規程に基づき，論文誌第21巻第1号～第6号に発表された論文（ショートノート，技術資料を含む）

を対象に，正会員による候補の推薦および論文賞選定委員会（委員長：西田豊明理事）の審査を経て，第

217回理事会で下記の論文を選定した． 
 
 ・「木構造データに対するカーネル関数の設計と解析」（Vol. 21. No. 1, pp.113-121） 

鹿島 久嗣，坂本 比呂志，小柳 光生 
 
⑤ 平成18年度研究会優秀賞（第21回全国大会で表彰の予定：平成19年6月21日） 

学会規程に基づき，平成18年度の研究会で発表された論文を対象に，選定委員会（委員長：奥村明俊理 
事）による審査を経て，第217回理事会で下記の11編の論文を選定した． 

 
 ・「身体スキル発想支援の非単調推論によるモデル化について」 古川 康一，小林郁夫 
 ・「機械学習問題としてのオントロジーマッピング」 市瀬 龍太郎 
 ・「セマンティックビデオオーサリングによるニュース動画群からのダイジェスト生成」 

伊藤 一成，藤原 司，橋田 浩一 
 ・「マルチエージェントモデルを用いたSNSの分析」 鳥海 不二夫, 石田 健, 石井 健一郎 

 ・「３人会話における談話行為と受け手の同時推定」 松坂 要佐，榎本 美香，伝 康晴 
 ・「環境リスクマネジメント学習支援と受講モデリング」 

松井 孝典，岡野 雅通，加藤 悟，斎藤 修，伊藤 傭一郎，佐藤 省三，盛岡 通 
 ・「空間的サブトラクションアレーにおける雑音推定処理の独立成分分析による高精度化」 

高橋 祐，高谷 智哉，猿渡 洋，鹿野 清宏 
 ・「国語辞典における多義語の意味区分の比較」 柏野 和佳子 
 ・「ユーザ興味オントロジを用いたイノベーション検出手法」 中辻 真，三好 優，吉田 誠，大塚 祥広 
 ・「Local Fisher Discriminant Analysis for Dimensionality Reduction」 杉山 将 
 ・「幾何学的制約に基づいた高相関変数集合導出手法」 中西 耕太郎，鷲尾 隆 
 
⑥ 平成18年度全国大会優秀賞（人工知能学会誌Vol.21, No.6で表彰：平成18年11月1発行）  

 全国大会表彰規程および選定細則に基づき，全国大会開催期間平成18年6月7日から9日までに発表さ 
 れた全件を対象にプログラム委員，各セッションの座長，オーガナイザに優秀賞候補の推薦を依頼し，平 

成18年度全国大会優秀賞選定委員会（武田英明委員長以下22名）により慎重かつ厳正に審議した結果， 
11件が最終候補として選定され，第210回理事会において承認されましたので，各論文の筆頭著者に賞 
状を贈呈した． 

 
    ・「Viewlonによるセマンティック・センサネットワーク情報の可視化」 古山 真之 
    ・「ディスカッションオントロジー：実世界の会議における人間行動から取得した 

メタデータ解析による知識発見」 友部 博教 
・「知識共有コミュニティを創り出す人たち」 三浦 麻子 
・「楽曲構造束とその上の演算系」 平田 圭二 

 ・「等高線表現を用いたコンテンツアーカイブの可視化」 久保田 秀和 
・「Weblog から社会の関心を探る」 福原 知宏 
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 ・「部分時系列クラスタリングの理論的基礎」 井手 剛 
・「確率的空間記憶モデルに基づく人間ロボット間の協調的タスク遂行システム」 稲邑 哲也 
・「言語グリッド（Language Grid)の構想」 村上 陽平 
・「カーネル特徴空間における正準角を利用した宇宙機異常検知法」 藤巻 遼平 

    ・「タンパク質相互作用属性の出現解析とその予測」 山川 宏 
 
 
(4) 研究及び調査の実施（定款5条4号） 
 
① ロボット分野における人工知能の将来技術に関連する文献調査  

   日本総合研究所，日本ロボット学会，人工知能学会及び日本人間工学会で締結との覚書に基づき，下記の2

つの委員会を設立・主催・運営した． 
  ・人間系融合領域アカデミックロードマップ作成委員会 
  ・情報系複合領域アカデミックロードマップ作成委員会 
 
 
(5) 関連学術団体との連絡及び協力（定款5条5号） 
 
 以下のような依頼が理事会で承認（共催2件，協賛63件，後援1件）されたので，学会誌やホームページを利

用してPRし，他学会との協調による学会活動の活性化および多様化を推進した． 
 
① 共催 2件 

 
 (01)「Workshop on Information Credibility on the Web」情報通信研究機構（19.6.18-19） 
(02)「ロボカップ・ジャパンオープン2007大阪」ロボカップ日本委員会（19.5.3-5） JSAI賞を贈呈 

 
② 協賛 63件 

 
(01)「セミナー：ロボットの作り方2006」日本ロボット学会（18.5.24） 

 (02)「第5回 ITSシンポジウム2006」実行委員会（18.12.7-8） 
  (03)「第16回設計工学・システム部門講演会」日本機械学会（18.11.15-17） 
  (04)「第49回自動制御連合講演会」システム制御情報学会ほか（18.11.25-26） 

 (05)「カラーフォーラムJAPAN 2006」実行委員会（18.11.27-29） 
  (06)「セミナー：ロボットのための音響・音声・対話処理」日本ロボット学会（18.7.27） 

 (07)「The 11th Pacific-Asia Conference on Knowledge Discovery and Data Mining」実行委員会（19.5.22-25） 
(08)「第22回ファジイシステムシンポジウム」日本知能情報ファジイ学会（18.9.6-8） 

  (09)「第7回最適化シンポジウム2006」日本ロボット学会（18.12.12-13） 
 (10)「米国機械学会日本支部20周年記念行事」ASME日本支部（18.10.20） 

 
(11)「教育システム情報学会第31回全国大会」教育システム情報学会（18.8.23-25） 

 (12)「HAIシンポジウム2006（HAI'06）」実行委員会（18.12.12-13） 
 (13)「第９回情報論的学習理論ワークショップ」実行委員会（18.10.31-11.1） 
 (14)「The Twentieth International Conference IEA/AIE-2007」実行委員会（19.6.25-29） 
 (15)「2007 IEEE/ICME複合医工学国際会議」IEEE/ICME（19.5.23-27） 
 (16)「SICEシステム・情報部門学術講演会」計測自動制御学会（18.11.28-30） 
(17)「セミナー：現代制御理論入門」計測自動制御学会（18.9.4-5） 

 (18)「第21回生体・生理工学シンポジウム」計測自動制御学会（18.11.17-19） 
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 (19)「生体医工学シンポジウム2006」日本生体医工学会（18.9.23-24） 
 (20)「講習会：明日から始める産学連携」日本機械学会（18.11.27） 

 
(21)「ロボティクス・メカトロニクス講演会2006」日本機械学会（19.5.10-12） 
(22)「計量心理学会国際大会 IMPS2007」組織委員会（19.7.9-13） 

 (23)「第8回日本感性工学会年次大会」日本感性工学会（18.9.13-15） 
(24)「第56回科学講演会：免疫の戦略」東レ科学振興会（18.9.22） 

 (25)「セミナー：測位衛星技術が支える社会」システム制御情報学会（18.10.12） 
 (26)「セミナー「浮かぶロボット～軽航空機ロボティクス～」日本ロボット学会（18.10.30） 
(27)「マシンビジョン応用に関する IAPR国際会議MVA2007」実行委員会（19.5.16-18） 
(28)「シンポジウム：ロボット技術と人間・社会との関わり」IEEE SSIT（18.9.29） 
(29)「シンポジウム：情報セキュリティと人工知能の融合」情報ｾｷｭﾘﾃｨ大学院大学(18.11.1） 

 (30)「スケジューリング・シンポジウム2006」スケジューリング学会（18.10.21-22） 
 

(31)「講習会：工学が切り開く未来の医療」システム制御情報学会（18.11.13-14) 
(32)「インタラクション2007」情報処理学会（19.3.15-16） 

 (33)「セミナー：生活を支援するロボティクス」日本ロボット学会（18.11.27） 
 (34)「シンポジウム：今こそバイオインフォマティクス」IPAB事務局（18.12.11） 
 (35)「セミナー：ポストロバスト制御理論と応用の新展開」計測自動制御学会（18.10.27） 
 (36)「第34回知能システムシンポジウム」計測自動制御学会（19.3.15-16） 
(37)「第25回日本ロボット学会学術講演会」日本ロボット学会（19.9.13-15） 

 (38)「第19回自立分散システムシンポジウム」計測自動制御学会（19.1.29-30） 
 (39)「シンポジウム：モバイル2007」モバイル学会(19.5.10-11） 
 (40)「シンポジウム：社会情報基盤のための音声・映像の知的統合」実行委員会（18.12.8-8） 

 
(41)「シンポジウム：科学技術情報の発信と活用のイノベーション」未踏科学技術協会（19.1.24） 

 (42)「セミナー：実践的な制御理論」計測自動制御学会（18.12.6-7） 
 (43)「シンポジウム：安全・安心の科学」計測自動制御学会（18.12.6-7） 
(44)「日本感性工学会第3回春季大会」日本感性工学会（19.3.16-17） 

 (45)「セミナー：アドバンスト制御 基礎・先端・応用」計測自動制御学会（19.1.18-19） 
 (46)「セミナー：ロボット・インターラクション・テクノロジー」日本ロボット学会（19.7.12-13） 
 (47)「3次元画像コンフェランス2007」実行委員会（19.7.12-13） 
 (48)「The Twenty First International Conference on Industrial, Engineering & Other Applications of  

Applied Intelligent Systems IEA/AIE-2008」実行委員会（20.6.18-20） 
 (49)「スキルサイエンス国際シンポジウム ISSS'17」実行委員会(19.9.18-20） 
 (50)「第20回バイオメカニズム・シンポジウム」バイオメカニズム学会（19.8.7-9） 

 
(51)「第6回セマンティックWeb国際会議:ISWC2007」SWSA（19.11.11-15） 

 (52)「シンポジウム：障害者の安全で快適な生活の支援技術」実行委員会（19.2.22-23） 
 (53)「第3回Large-scale Knowledge Resource国際会議」COEプログラム（19.3.3-5） 
(54)「第26回日本シミュレーション学会大会」日本シミュレーション学会（19.6.21-22） 

 (55)「セミナー：制御のためのシステム同定」計測自動制御学会（19.4.23-24） 
  (56)「International Conference on Advanced Intelligence」中国AI学会（19.8.25-28） 

 (57)「第28回バイオメカニズム学術講演会」バイオメカニズム学会（19.11.10-11） 
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 (58)「講習会：人間行動のモデリングと解析」計測自動制御学会（19.6.22） 
(59)「講座：実システムを指向したモデリングと制御」システム制御情報学会（19.6.19-20） 
(60)「ヒューマンインタフェースシンポジウム」ヒューマンインタフェース学会（19.9.3-6） 
(61)「第17回インテリジェントシステムシンポジウム」日本知能情報ファジイ学会（19.8.10-11） 
(62)「第6回 ITSシンポジウム2007」ITS Japan（19.12.6-7） 
(63)「第8回SICEシステムインテグレーション部門講演会」計測自動制御学会（19.12.20-22） 

 
③ 後援 1件 

 
 (01)「情報社会のデザインシンポジウム2006」実行委員会（18.11.30-12.01） 

 
 
会員の異動状況 
 

会員種別 本 年 度 末 
平成19月3月31日

前 年 度 末 
平成18年3月31日

増減数 摘 要 

正 会 員 2,703 2,722 - 19  

学生会員 414 431 - 17  

名誉会員 6 6 0  

賛助会員(口数) 40 (95) 43 (103) - 3 (- 8)  

特殊購読会員 81 85 - 4  

個人会員合計 3,123 3,159 - 36  
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平成19年度事業計画書 

 

 

 前年度は、学会創設20周年の節目の年であり，全国大会をはじめとして各種記念事業・イベントを行なった．

これをステップに今年度は、永遠の青年学会であるためのさらなる活性化施策を下記事業に積極的に反映する．  
・人工知能学会誌，人工知能学会論文誌，「知の科学」シリーズ等の発行 
・全国大会と併設国際ワークショップ，研究会，人工知能セミナー，若手の集い等の開催 
・業績賞，論文賞，研究会優秀賞，全国大会優秀賞の表彰 
・他学会や海外関連団体との連絡・協力よる学会活動の活性化ならびに多様化の推進 
・組織基盤の強化・拡充による会員サービスの向上 

 会誌は，引き続き本年度も魅力ある雑誌作りを目指して，タイムリーなテーマの特集記事や解説などで内容の充

実をはかる．論文誌は，論文特集を積極的に企画して投稿論文の増加を図る．なお，2007年度も1年分の論文を

まとめた人工知能学会論文誌Vol.22, 2007を発行する． 
全国大会は平成19年6月20日（水）から6月22日（金）の3日間，宮崎市のワールドコンベンションセンタ

ーサミットで開催する．また，同会場にて併設の国際ワークショップを6月18日（月）と19日（火）の2日間

開催し，国際交流活動を推進する． 
 研究会は，従来の11研究会と新たに創設された2研究会で通常の研究会の開催のほかに，他学会との共催研究

会を開催して活性化・多様化を図るとともに，活性化活動の一環として新たな研究会の設立提案の募集活動を推進

する．  
 定例行事として定着したAI若手の集い（MYCOM2007）は第8回を宮崎市で開催する． 
 人工知能セミナーは，通常のセミナー2回と本年度新たに企画された卒論生と修士課程向けの第1回学生発表会

を開催する．  
 ホームページとメーリングリストを介した広報活動を通して新規入会者の勧誘を行う． 
 
 
(1) 研究発表会，講演会等の開催（定款5条1号） 
 
① 第21回全国大会  

・日 時：平成19年6月20日（水）～6月22日（金）  
・場 所：ワールドコンベンションセンターサミット（宮崎市山崎町浜山）  

    ・組 織：大会委員長 堀 浩一（東京大学） 
         大会副委員長（プログラム委員長）  長尾 確（名古屋大学） 
 大会副委員長（実行委員長） 関口 実（富士通研究所） 
         実行副委員長      堂坂 浩二（NTT CS研） 
         プログラム副委員長          横尾 真（九州大学） 
         ローカル委員長      冨田 重幸（宮崎大学）  
    ・招待・基調講演   

招待講演：「Rubyのチカラ」  
まつもとゆきひろ((株)ネットワーク応用通信研究所) 

     
基調講演：「役に立つAI研究とは？ － オントロジ－工学を例にして －」 

溝口 理一郎(大阪大学)   
・特別企画：「ロボット分野に関するアカデミックロードマップの作成」  

  ・発表件数合計 352件 
  

口頭発表          204件 
 デジタルポスタ発表       4件 
 近未来チャレンジ       61件 
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 オーガナイズドセッション   83件 
 
② 全国大会併設国際ワークショップ（JSAI2007 International Workshops) 

 
・日 時：平成19年6月18日（月）～6月19日（火） 

 
・場 所：ワールドコンベンションセンターサミット（宮崎市山崎町浜山） 

 
・テーマ： 

 (1) Logic and Engineering of Natural Language Semantics 2007 (LENLS2007) 
 (2) International Workshop on Risk Informatics (RI2007) 
  (3) Fifth Workshop on Learning with Logics and Logics for Learning (LLLL 2007) 
 (4) 1st Workshop on Information Credibility on the Web 
 (5) First International Workshop on Juris-informatics (JURISIN 2007) 
 
 ③ 第１種研究会（研究会運営委員会：鷲尾隆委員長） 

 
   (1) 人工知能基本問題研究会（略称 SIG-FPAI） 

     主査：有村 博紀 
       第66回 07月 大分  テーマ「ウェブマイニングと一般」 

（電子情報通信学会WI2研究会と連続開催） 
     第67回 09月 東京  テーマ「スキルサイエンスと一般」 

（スキルサイエンス国際シンポジウム ISSS'07と連続開催） 
     第68回 11月 東京  テーマ「ベイジアンネットと因果推論及び一般」 

（情報論的学習理論ワークショップ IBIS'07と連続開催） 
    第69回 01月 東京  テーマ「機械学習と知識発見及び一般」 

（電子情報通信学会NC研究会と連続開催）  
     (2) 知識ベースシステム研究会（略称 SIG-KBS） 
  主査：栗原 聡 
    第78回 07月 東京  テーマ「Web Intelligence」 
  
      第79回 11月 未定  テーマ「Human Agent Interaction」 
        （JAWS特別セッション） 
      第80回 01月 未定  テーマ「Web情報処理」 

（電子情報通信学会知能ソフトウェア研究会との共催か単独） 
      第81回 03月 未定  テーマ「知能・適応と社会、ネットワーク」  
  (3) 言語・音声理解と対話処理研究会（略称 SIG-SLUD） 
 主査：片桐 恭弘 
       第50回 07月 徳島 テーマ「一般」 
        （情報処理学会 NL研究会，電子情報通信学会 NLC研究会と連続開催） 
       第51回 11月 関西  テーマ「未定」 
       第52回 03月 東京  テーマ「未定」  
     (4) 先進的学習科学と工学研究会（略称 SIG-ALST） 
     主査：池田 満 
       第50回 07月 東京  テーマ「一般」 

(IEEE Education Japan Chapter協賛） 
       第51回 11月 東京  テーマ「未定」 

第52回 03月 広島   テーマ「未定」  
     若手の会 12月中旬  会場・テーマ：未定 
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 ④ 第2種研究会（研究会運営委員会：鷲尾隆委員長）  
 

 (1) AIチャレンジ研究会（略称 SIG-Challenge） 
     主査：奥乃 博 

   第25回 05月  大阪  テーマ「RoboCup 特集」 
      第26回 11月 東工大 テーマ「ロボット聴覚特集」  

 (2) 分子生物情報研究会（SIG-MBI） 
     主査： 佐藤 賢二  

       第36回 07月 未定  テーマ「未定」 
       第37回 11月 未定  テーマ「未定」 
       第38回 03月 未定   テーマ「オープンバイオ特集＆一般講演」 
            （オープンバイオ研究会との共催）   

 (3) ことば工学研究会（略称 SIG-LSE） 
     主査：阿部 明典  
       第26回 07月 岩手  テーマ「未定」 

（LCCII (旧LCC)との合同研究会） 
       第27回 07月 未定  テーマ「未定」 
       第28回 未定  

 (4) セマンテックウェブとオントロジー研究会（略称 SIG-SWO） 
     主査：山口 高平，池田 満 
     第16回 07月 東京  テーマ「一般」 
     第17回 11月 東京  テーマ「一般および ISWC特集」 
     第18回 03月 地方  テーマ「未定」  

 (5) 社会におけるAI研究会（略称 SIG-SAI） 
     主査：神成 淳司 
       第3回  08月 東京  テーマ「未定」 
       第4回  11月 東京  「情報社会のデザイン」合同シンポジウムとの共催を予定  

 (6) データマイニングと統計数理研究会（略称 SIG-DMSM） 
     主査：鷲尾 隆，樋口 知之  
     第4回  07月  東京  テーマ「一般」 
     弟5回  未定 
     第6回  未定  

 (7) 幼児のコモンセンス知識研究会（略称 SIG-ICK） 
     主査：竹林 洋一  
     第4回  08月  東京  テーマ「一般」 
     第5回  10月 東京  知識・技術・技能の伝承支援研究会と共催 
     第6回  03月 浜松  テーマ｢未定」  

 (8) 知識・技術・技能の伝承支援研究会（略称 SIG-KST） 
     主査：稗方 和夫 
     第1回  06月  東京  テーマ「一般」 
     第2回  08月 東京  テーマ「中小製造業の技能継承支援」 
     第3回  10月 東京  テーマ「未定」 
     第4回  02月 幕張  テーマ「未定」  

 (9) ナチュラルコンピューテイング研究会（略称 SIG-NC） 
     主査：鈴木 泰博  
     第1回  05月  東京  テーマ「生命とは何か？計算とは何か？」 
     第2回  未定 
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     第3回  未定 
 
 ⑤ セミナーほかの開催（企画委員会：伊庭 斉志委員長） 

 
   (1) 第55回人工知能セミナー（テーマ：「AI研究者のための数学セミナー」）  
      期 日：平成19年7月予定 
 場 所：未定   
 (2) 第56回人工知能セミナー（テーマ：「未定」）  
      期 日：平成19年11月頃 
 場 所：未定   
   (3) 第1回学生発表会（卒論生，M1，M2を中心）  
       期 日：平成20年3月予定 

 場 所：未定  
 (4) 第8回AI若手の集いMYCOM2007  

     期 日：平成19年6月23日（土）～24日（日） 
     場 所：ホテル金荘（宮崎市） 
     テーマ：「AI2.0」これからのAIのあるべき姿 
     講 師：武田英明（国立情報学研究所） 
 
 
 (2) 学会誌，論文誌，その他の刊行物の発行（定款5条2号） 
 
① 人工知能学会誌（編集委員会：西田豊明委員長，山口高平副委員長） 

 
発行年月日 巻 号 部 数 頁 数 備     考 

平成19年 5月1日 22 3 3,765 130 
 

特集「ベイジアンネットワークと確率的情報処理
の新展開」 

平成19年 7月1日 22 4 3,765 130 特集「知識継承」，特集「地上交通システムをよ
り知的に」 

平成19年 9月1日 22 5 3,765 130 特集「現実テキストからの知識表現と推論の実
現」，特集「定量的リスク科学」 

平成19年11月1日 22 6 3,765 130 特集「未踏ソフト」 
平成20年 1月1日 23 1 3,765 130 特集「クリエイティビティとAI」 
平成20年 3月1日 23 2 3,765 130 連載チュートリアル 全8回「多人数インタラク

ションの分析手法」 
 
② 人工知能学会論文誌（編集委員会：西田豊明委員長，山口高平副委員長） 
（独）科学技術振興機構のJ-Stageを利用してオンラインジャーナルを随時発行 

J-stage（http://www.jstage.jst.go.jp/ja/） 
 

・Vol. 22 - 3：xx編 （アブストラクトを会誌第22巻 第3号に掲載） 
・Vol. 22 - 4：xx編 （アブストラクトを会誌第22巻 第4号に掲載） 
・Vol. 22 - 5：xx編 （アブストラクトを会誌第22巻 第5号に掲載） 
・Vol. 22 - 6：xx編 （アブストラクトを会誌第22巻 第6号に掲載） 
・Vol. 23 - 1：xx編 （アブストラクトを会誌第23巻 第1号に掲載） 
・Vol. 23 - 2：xx編 （アブストラクトを会誌第23巻 第2号に掲載）  
ハードコピー版（保存版合本） 
11月にVol. 22 - 1 からVol. 22 - 6 までの１年分の論文のハードコピーを1冊にまとめ，Vol. 22, 2007と

して発行する予定． 
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③ 「知の科学」シリーズの出版（平成17年1月より刊行開始：既刊9冊） 

   出版委員会：堀 浩 一委員長 
   

書   名 発 行 日 著  者  名 
知識創造支援の理論と応用 平成19年11月刊行予定 堀 浩一 著 
サポートベクターマシン 平成19年12月刊行予定 小野田 崇 著 

 
 
 (3) 研究の奨励及び研究業績の表彰（定款5条3号） 
 
① 平成19年度業績賞（第22回全国大会で表彰の予定：平成20年6月） 

 学会規程に基づき，正会員による候補の推薦および業績賞選定委員会（委員長：堀浩一副会長）の審査を

経て，第227回理事会で下記の受賞者を選定する予定． 
 

② 平成19年度学会論文賞（第22回全国大会で表彰の予定：平成20年6月） 
     学会規程に基づき，論文誌第22巻第1号～第6号に発表された論文（ショートノート，技術資料を含む）

を対象に，正会員による候補の推薦および論文賞選定委員会（委員長：西田豊明理事）の審査を経て，第

227回理事会で選定する予定． 
 
 ③ 平成19年度研究会優秀賞（第22回全国大会で表彰の予定：平成20年6月） 

学会規程に基づき，平成19年度の研究会で発表された論文を対象に，選定委員会（委員長：鷲 
尾隆理事）による審査を経て，第227回理事会で選定する予定．  

 
④ 平成19年度全国大会優秀賞（人工知能学会誌Vol.22, No.6で表彰：平成19年11月1発行）  

   全国大会表彰規程に基づき，全国大会開催期間平成19年6月20日から22日までに発表された 
全件を対象にプログラム委員，各セッションの座長，コメンテイタ－，オーガナイザ－に優秀賞候補の推薦

を依頼し，その結果を2007年度全国大会優秀賞選定委員会（長尾確委員長）による審査を経て，理事会で

選定する予定． 
 
 
(4) 研究及び調査の実施（定款5条4号） 
 
① ロボット分野における人工知能の将来技術に関連する文献調査 

    日本総合研究所，日本ロボット学会，人工知能学会及び日本人間工学会で締結との覚書に基づき，下記の

2つの委員会の活動を継続する． 
   ・人間系融合領域アカデミックロードマップ作成委員会 
   ・情報系複合領域アカデミックロードマップ作成委員会  
 
 
(5) 関連学術団体との連絡及び協力（定款5条5号） 
 
   昨年度に引き続き，他学会との協調により学会活動の活性化，多様化を推進する． 

 
 
(6) その他目的を達成するために必要な事業（定款5条6号） 
    

ありません． 
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(7) 会議等に関する事項 
 

 ① 総 会 
 

平成19年度第22回通常総会 

6月21日（木）ワールドコンベンションセンターサミット（宮崎市）で開催の予定 

 ② 理事会  
   6月，10月を除く各月に計10回開催の予定  
 ③ 委員会  
   会誌編集委員会，研究会運営委員会，企画委員会，全国大会委員会/実行委員会/プログラム委員会， 

広報委員会，財務委員会，総務委員会，業績賞選定委員会，出版委員会，活性化委員会， 

倫理委員会を随時開催の予定． 

   
 
(8) 平成19年度役員構成（案） 
 

   別紙参照 
 
 

(9) 平成19年度評議員構成（案） 
 

   別紙参照 
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平成19年度人工知能学会役員構成（案） 

   全員：非常勤 

役職名 種別 氏   名 所          属 

    

会 長 留任 溝口 理一郎 大阪大学 産業科学研究所 知識システム研究部門 

    

副会長 留任 堀  浩一 東京大学 先端学際工学専攻知能工学講座 

副会長 新任 沼尾 雅之 日本アイ・ビー・エム(株) 東京基礎研究所 

    

理 事 新任 市山 俊治 日本電気(株) インターネットシステム研究所 

理 事 留任 伊庭 斉志 東京大学大学院 新領域創成科学研究科 

理 事 留任 木下  聡 (株)東芝 研究開発センター 知識メディアラボラトリ 

理 事 新任 佐川 浩彦 (株)日立製作所 中央研究所 知能システム研究部 

理 事 留任 佐藤  健 国立情報学研究所 情報学プリンシプル研究系 

理 事 新任 辻野 克彦 三菱電機(株) 開発戦略部 連携推進グループ 

理 事 留任 堂坂 浩二 日本電信電話(株) NTTコミュニケーション科学基礎研究所 

理 事 新任 中小路 久美代 (株)ＳＲＡ先端技術研究所／東京大学先端科学技術研究センター 

理 事 留任 西田 豊明 京都大学大学院 情報学研究科 知能情報学専攻 

理 事 新任 新田 克己 東京工業大学大学院 総合理工学研究科 知能システム科学専攻 

理 事 新任 丸山 文宏 (株)富士通研究所 ITコア研究所 

理 事 新任 宮下 和雄 産業技術総合研究所 つくば東事業所 知能システム研究部門 

理 事 新任 三輪 和久 名古屋大学大学院 人間情報学研究科認知情報論講座 

理 事 留任 横尾  真 九州大学 システム情報科学研究院 

理 事 新任 吉岡  健 富士ゼロックス(株) 中央研究所 知識研究室 

理 事 留任 鷲尾  隆 大阪大学 産業科学研究所 知能システム科学研究部門 

理 事 留任 渡辺 日出雄 日本アイ・ビー・エム(株) 東京基礎研究所 
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監 事 留任 管村 昇 工学院大学 CPDセンター 

監 事 新任 梶  博行 静岡大学 情報学部 情報科学科 

    

   （理事は五十音順，敬称略） 

 
 

平成19年度評議員構成（案） 

   

氏    名 種   別 所               属 

   

秋吉 政徳 再任 大阪大学 情報科学研究科 マルチメディア工学専攻 

阿久津 達也 留任 京都大学 化学研究所 バイオインフォマティクスセンター 

浅田  稔 再留任 大阪大学大学院 工学研究科 知能・機能創成工学専攻 

麻生 英樹 再留任 産業技術総合研究所 情報技術研究部門 

阿部  亨 留任 東北大学 情報シナジーセンター 

安部 憲広 留任 九州工業大学 情報工学部 機械システム工学科 

池田  満 再留任 北陸先端科学技術大学院大学 知識科学研究科 

池田 裕治 留任 キヤノン(株) PF技術開発ｾﾝﾀｰ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ技術第三開発部 

石川  泰 再留任 三菱電機(株) 情報技術総合研究所 

磯崎 秀樹 留任 日本電信電話(株) コミュニケーション科学基礎研究所 

伊藤 慶明 留任 岩手県立大学 ソフトウェア情報学部 

岩崎 弘利 留任 (株)デンソーアイティーラボラトリ 研究開発グループ 

岩橋 直人 再留任 (株)国際電気通信基礎技術研究所 音声言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究所 

内平 直志 新任 (株)東芝 研究開発センター 

浦本 直彦 新任 日本アイ・ビー・エム(株) 東京基礎研究所 

岡田 孝 新任 関西学院大学 理工学部 岡田研究室 

岡田 美智男 新任 豊橋技術科学大学 知識情報工学系 

奥乃  博 再任 京都大学大学院 情報学研究科 知能情報学専攻 

奥村 明俊 新任 日本電気(株) メディア情報研究所 

鬼澤 武久 再留任 筑波大学 システム情報工学研究科 

小野田 崇 再任 (財)電力中央研究所 システム技術研究所 

折原 良平 再任 (株)東芝 研究開発センター システム技術ラボラトリ－ 

柏原 昭博 再任 電気通信大学 電気通信学部 情報通信工学科 

片上 大輔 新任 東京工業大学大学院 総合理工学研究科 知能システム科学 

加藤 昇平 留任 名古屋工業大学 工学研究科 情報工学専攻 

加藤 恒昭 再留任 東京大学大学院 総合文化研究科 言語情報科学専攻 

河岡  司 留任 同志社大学 工学部 知識工学科 
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川崎 明彦 新任 (株)日立製作所 システム開発研究所 第7部 

河原 達也 再留任 京都大学 学術情報メディアセンター（南館） 

菊池 英明 新任 早稲田大学 人間科学学術院 

黄瀬 浩一 再留任 大阪府立大学大学院 工学研究科 情報工学分野 

北上  始 再留任 広島市立大学 情報科学部 知能情報システム工学科 

桐山 伸也 留任 静岡大学 情報学部 情報科学科 

栗田 多喜夫 留任 産業技術総合研究所 脳神経情報研究部門 

桑田 喜隆 留任 (株)NTTデータ 技術開発本部 ﾕﾋﾞｷﾀｽﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑｸﾞﾙｰﾌﾟ 

小暮  潔 留任 (株)国際電気通信基礎技術研究所 知識科学研究所 

小長谷 明彦 再留任 理化学研究所 横浜研究所 ゲノム科学総合センター 

小西 達裕 再任 静岡大学 情報学部 情報科学科 

斉藤 和巳 新任 日本電信電話(株) コミュニケーション科学基礎研究所 

櫻井 彰人 再留任 慶応義塾大学 理工学部 管理工学科 

桜井 成一朗 留任 明治学院大学 大学院 法務職研究科 

柴田 博仁 再任 富士ゼロックス(株) 研究本部 未来ワーク研究所 

白井 英俊 留任 中京大学 情報理工学部 

新谷 虎松 留任 名古屋工業大学 知能情報システム学科 

末田 直道 再任 大分大学 工学部 知能情報システム工学科 

杉村 領一 留任 パナソニックモバイルコミュニケーションズ 

杉本 謙二 再任 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 

鈴木 宏昭 再留任 青山学院大学 文学部教育学科 

住田 一男 再留任 (株)東芝 研究開発センター 知識メディアラボラトリー 

園田 隆志 再留任 富士ゼロックス(株) 研究本部 

竹内  章 再任 九州工業大学 情報工学部 知能情報工学科 

武田 英明 留任 国立情報学研究所 

田中 伸一郎 留任 トヨタ自動車株式会社 ＦＰ部 

田中  譲 留任 北海道大学 工学研究科 電子情報工学専攻 

辻  秀一 再任 東海大学 情報理工学部 情報メディア学科 

辻井 潤一 再留任 東京大学大学院 情報理工学系研究科 

土屋 俊 再留任 千葉大学 文学部 

寺野 隆雄 新任 東京工業大学 知能システム科学専攻 

東条  敏 留任 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 

徳永 健伸 留任 東京工業大学 情報理工学研究科 

中島 克人 再任 東京電機大学 工学部 情報メディア学科 

中野 幹生 留任 (株)ホンダ・リサーチ・インスティチュート・ジャパン 

西野 哲朗 留任 電気通信大学 電気通信学部 情報通信学科 

沼尾 正行 留任 大阪大学 産業科学研究所 知能ｱｰｷﾃｸﾁｬｰ研究部門 

橋田 浩一 再留任 産業技術総合研究所 情報技術研究部門 

長谷川 隆三 再留任 九州大学大学院 システム情報科学研究院 

馬場口 登 再留任 大阪大学大学院 工学研究科 電気電子情報工学専攻 
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久光 徹 新任 (株)日立製作所 中央研究所 情報システム研究センタ 

平賀  譲 留任 筑波大学 図書館情報学部 

平嶋 宗 新任 広島大学大学院 工学研究科 

平田 圭二 留任 日本電信電話(株) コミュニケーション科学基礎研究所 

平山 勝敏 再任 神戸大学大学院 海事科学研究科 

房岡  璋 留任 立命館大学 理工学部情報学科 

藤田  悟 再任 日本電気(株) 第二システムソフトウェア事業部 

古川 康一 再留任 慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科 

前田 章 再任 (株)日立製作所 システム開発研究所 

間瀬 健二 再任 名古屋大学 情報連携基盤センター 

松居 辰則 留任 早稲田大学 人間科学部 人間情報科学科 

松原  仁 留任 公立はこだて未来大学 システム情報科学部 

松本 裕治 再留任 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 

宮野  悟 再留任 東京大学 医科学研究所 ヒトゲノム解析センター 

村田 真樹 新任 独立行政法人 情報通信研究機構 

毛利 友治 再任 (株)富士通研究所 特許推進部 

森田 幸伯 再任 沖電気工業(株) 研究開発本部 

矢田 勝俊 再留任 関西大学 商学部 

山岡 孝行 新任 三菱電機(株) 名古屋製作所 FAシステム部 

山田 誠二 留任 国立情報学研究所 知能システム研究系 

山之内 徹 再任 日本電気(株) インターネットシステム研究所 

吉岡 真治 留任 北海道大学大学院 情報科学研究科 

吉田 健一 新任 筑波大学大学院 ビジネス科学研究所 

   

   

留任 56名 内訳（昨年度） 大学関係： 56名（56名） 

新任 15名 国立機関： 07名（06名） 

再任 19名 企業関係： 27名（30名） 

   

合計 90名 合  計： 90名（92名） 

 
































